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臨
時
総
代
会
を
開
催

全
議
案
及
び
付
帯
決
議
が
可
決
承
認

　

３
月
15
日（
木
）に
前
橋
市
大
友
町
の
農
業
共
済
会

館
３
階
に
て
、臨
時
総
代
会
を
総
代
２５９
名
の
う
ち
本
人

出
席
１７４
名
、書
面
出
席
80
名
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

清
水
組
合
長
理
事
の
挨
拶
に
続
い
て
、富
澤
孝
明
総

代（
渋
川
市
）を
議
長
に
選
任
し
て
議
事
に
入
り
ま
し

た
。

　

提
出
し
た
議
案
は
、小
林
専
務
理
事
の
説
明
後
、慎

重
に
審
議
さ
れ
、全
て

の
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

承
認
さ
れ
た
議
案

は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

　

な
お
、臨
時
総
代
会

開
会
前
に
は
、農
業
災

害
補
償
制
度
70
周
年

記
念
表
彰 

伝
達
及
び

平
成
29
年
度
水
稲
検
見
競
技
会
入
賞
者
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
１
号
議
案

　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

　

共
済
規
程（
事
業
規
程
）及
び
共
済
規
程（
事
業
規

程
）附
属
書
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

　

諸
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

　

平
成
29
年
度 

収
支
予
算
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

　

役
員
退
任
慰
労
金
額
に
つ
い
て

第
６
号
議
案

　

平
成
30
年
度 

危
険
段
階
共
済
掛
金
率
設
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案

　

役
員
補
欠
選
任
に
つ
い
て

付
帯
決
議

　

こ
の
臨
時
総
代
会
の
議
決
事
項
で
、行
政
庁
そ
の
他

に
提
出
す
る
文
書
中
、内
容
に
変
更
の
な
い
字
句
の
修

正
は
組
合
長
理
事
に
一
任
す
る
。

清水 聖義　組合長理事富澤 孝明　議長

臨
時
総
代
会

群
馬
県
農
業
共
済
組
合

臨
時
総
代
会
提
出
議
案

新役員紹介

眞
マ シ オ

塩 卓
タカシ

　理事

受　賞　者　名　簿
●農業災害補償制度70周年記念表彰 伝達 ●平成29年度 水稲検見競技会入賞者表彰
農林水産省経営局長賞 最優秀賞 ４名

１名 玉 村 町 松 下　　　 博
群馬県農業共済組合 藤 岡 市 上 原　 德 夫
専務理事 小 林　 一 夫 川 場 村 小 林　 政 幸

館 林 市 荒 川　 和 夫
永年勤続ＮＯＳＡＩ基礎組織関係者表彰 優 秀 賞 ４名

　１０名 伊 勢 崎 市 大 和　 正 司
長 野 原 町 神 戸　 久 利 甘 楽 町 青 柳　 政 志
渋 川 市 青 山　　　 勝 みなかみ町 生 方　　　 眞
高 崎 市 堀 江　　　 誠 太 田 市 須 藤　 征 俊
高 崎 市 五 十 嵐　 直 志 優 良 賞 ６名
館 林 市 日 比 野　 幸 雄 前 橋 市 八 木 原　 健 雄
前 橋 市 狩 野　 理 一 安 中 市 櫻 井　 良 一
渋 川 市 目 﨑　 松 雄 安 中 市 猿 谷　 豈 性
東 吾 妻 町 加 辺　　　 正 高 崎 市 深 井　　　 紘
長 野 原 町 金 子　　　 宏 沼 田 市 林　　　 優 昌
長 野 原 町 宮 崎　 義 明 太 田 市 広 田　 正 美
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収
入
保
険
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

平
成
30
年
の
秋
か
ら
加
入
を
受
け
付
け
る
収
入
保
険
に
つ
い

て
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
収
入
保
険
を

体
験
で
き
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
収
入
保
険
の
保
険
料
等
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

過
去
の
収
入
金
額
等
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
基
準
収
入
を
設
定

し
、
保
険
料
や
特
約
積
立
金
の
額
や
被
害
を
受
け
た
と
仮
定
し

た
場
合
の
補
て
ん
金
と
特
約
補
て
ん
金
を
試
算
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
利
用
し
て
い
る
類
似
制
度
の
掛
金
や
補

て
ん
金
と
の
比
較
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
基
準
収
入
算
定
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
過
去
の
収

入
の
傾
向
や
経
営
面
積
等
の
規
模
拡
大
を
反
映
す
る
こ
と
で
、

各
種
特
例
を
適
用
し
た
場
合
の
試
算
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
は
数
値
が
入
力
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

試
算
結
果
に
つ
い
て
は
参
考
情
報
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

用
語
解
説

基
準
収
入･･･�

収
入
保
険
制
度
の
補
償
限
度
な
ど
を
算
出
す
る
基
礎

と
な
る
数
値
で
す
。過
去
の
収
入
の
平
均
額
と
当
年
の

収
入
見
込
の
い
ず
れ
か
低
い
方
を
用
い
ま
す
。

類
似
制
度･･･�

各
種
共
済
制
度（
一
部
を
除
き
ま
す
）や
、水
稲
の
ナ
ラ

シ
制
度
、野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
等
が
該
当
し
ま

す
。収
入
保
険
と
の
重
複
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

各
種
特
例･･･�

過
去
の
収
入
に
上
昇
傾
向
が
あ
る
場
合
や
、栽
培
面
積

等
規
模
を
拡
大
し
た
場
合
に
、基
準
収
入
を
上
方
修
正

す
る
こ
と
で
補
償
を
拡
充
し
ま
す
。適
用
す
る
か
は
農

業
者
の
判
断
で
す
。

常設窓口を設置

収入保険制度に関するご質問・ご相談についてはこちらまで！
本 所 027-251-5631 総務部�企画情報課
前 橋 支 所 027-254-2070

各支所事業係
収入保険担当

伊 勢 崎 支 所 0270-62-9915
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450
沼 田 支 所 0278-23-5110
中 之 条 支 所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
み ど り 支 所 0277-76-9181

※「過去の実績によるシミュレーション」、
「将来の予想によるシミュレーション」を
選択時に以下の画面が表示されます。

お知らせ
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農業災害補償法は農業保険法へ
～農業共済制度の改正内容を紹介 します～

農
作
物
共
済
（
水
稲
・
麦
）

　

平
成
31
年
産
か
ら
「
当
然
加
入
制
」
が
廃

止
さ
れ
、「
任
意
加
入
制
」
と
な
り
、
一
筆
方

式
以
外
の
全
方
式
に
「
一
筆
半
損
特
約
（
選

択
制
）」
お
よ
び
「
一
筆
全
損
特
例
」
が
追
加

さ
れ
、
耕
地
ご
と
に
高
被
害
（
半
損
以
上
）

が
発
生
し
た
際
に
共
済
金
を
支
払
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
多
く
の
農
家
が
加
入
し
て
い
る

「
一
筆
方
式
」
が
、
平
成
34
年
産
か
ら
廃
止
さ

れ
、
市
町
村
単
位
の
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
損

害
評
価
を
行
う
「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」

が
新
設
さ
れ
、
平
成
31
年
産
か
ら
加
入
で
き

ま
す
。

畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

　

農
作
物
共
済
同
様
に
平
成
34
年
産
か
ら

「
一
筆
方
式
」
が
廃
止
さ
れ
、
市
町
村
単
位

の
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
損
害
評
価
を
行
う

「
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
」が
新
設
さ
れ
、

平
成
31
年
産
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

果
樹
共
済
（
り
ん
ご
・
な
し
）

　

平
成
34
年
産
か
ら
「
半
相
殺
特
定
危
険

方
式
」
お
よ
び
「
樹
園
地
単
位
方
式
」
が

廃
止
と
な
り
、
県
単
位
の
統
計
デ
ー
タ
を

基
に
損
害
評
価
を
行
う
「
地
域
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
方
式
」
が
新
設
さ
れ
、
平
成
32
年
産

か
ら
加
入
で
き
ま
す
。

　農業災害補償法は、度重なる自然災害から農業経
営を守ってきました。しかし、農業者の減少や高齢
化、保険ニーズの多様化等の時代変化を踏まえ、平
成３０年４月から「農業保険法」に改正されました。
　経営の安定をより強固にするために、品目の枠に
とらわれない収入保険が創設されるとともに農業
共済制度が改正されます。　

制度改正後に加入できる引受方式

引受方式 補償の内容

該当する共済と
選択できる補償割合

農作物 果樹 大豆 蚕繭

一筆方式
圃場ごとの収穫量が一定割合を超えて減収した場合、共済金を
お支払いします。
（平成34年産から廃止になります）

7割
6割
5割

7割

全相殺方式
農業者ごとの収穫（収繭）量の合計を、出荷資料等を基に調査し、
一定割合を超えた減収となった場合に共済金をお支払いします。

9割
8割
7割

7割
6割
5割

9割
8割
7割

8割
7割
6割

災害収入共済方式
（水稲品質方式）

農業者ごとの収穫量の合計を、出荷資料等を基に調査し、減収と
なった場合で、生産金額が一定割合を超えて減少した場合に共
済金をお支払いします。

9割
8割
7割

8割
7割
6割

半相殺方式

農業者単位の被害を受けた圃場の収穫量が一定割合を超えた減
収となった場合に共済金をお支払いします。
（果樹共済の一般方式は32年産から、一般方式以外は31年産か
ら適用になります）

8割
7割
6割

7割
6割
5割

8割
7割
6割

半相殺
特定危険方式

農業者単位の被害を受けた圃場の収穫量が一定割合を超えた減
収となった場合に共済金をお支払いします。
（平成34年産から廃止になります）

8割

樹園地単位
特定危険方式

園地ごとの収穫量を調査し、一定割合以上の減収となった場合
に共済金をお支払いします。
（平成34年産から廃止になります）

7割

地域インデックス
方式

統計データを用い、収穫量が一定割合を超えて減収した場合に
共済金をお支払いします。
（平成31年産から新たに導入される方式です。果樹共済は、32年
産からになります）

9割
8割
7割

9割
8割
7割

9割
8割
7割
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園
芸
施
設
共
済

　

平
成
30
年
4
月
1
日
以
降
に
開
始
す
る
引

受
か
ら
の
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

ビ
ニ
ー
ル
の
価
額
及
び
耐
用
年
数
が
見
直

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
1
月
1
日
以
降
に
開
始
す
る
引

受
か
ら
の
変
更
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

被
覆
期
間
し
か
加
入
で
き
な
か
っ
た
の
に

対
し
、
被
覆
し
て
い
な
い
期
間
も
加
入
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
全
て
の
ハ
ウ

ス
が
1
年
間
の
補
償
と
な
り
ま
す
。

②�

国
庫
負
担
（
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担
）

の
対
象
が
補
償
額
の
8
千
万
円
分
ま
で

だ
っ
た
の
に
対
し
、
1
億
6
千
万
円
分
ま

で
に
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

③�

損
害
額
が
3
万
円
ま
た
は
共
済
価
額
の

10
％
を
超
え
た
時
か
ら
共
済
金
の
支
払
開

始
だ
っ
た
の
に
対
し
、
3
万
円
ま
た
は
共

済
価
額
の
5
％
を
超
え
た
時
か
ら
と
な
り

ま
す
。

④�

前
項
に
加
え
、
支
払
開
始
を
損
害
額
の

10
万
円
ま
た
は
20
万
円
か
ら
選
べ
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
分
掛
金
が
割
引
と
な
り
ま
す
。

農業災害補償法は農業保険法へ
～農業共済制度の改正内容を紹介 します～

そ
の
他
（
共
通
事
項
）

　

無
事
戻
し
は
、
平
成
30
年
度
の
支
払
い
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
す
。
加
入
者
間
の
不

公
平
感
を
無
く
す
こ
と
か
ら
、
全
て
の
事
業

に
「
個
人
ご
と
の
危
険
段
階
別
の
掛
金
率
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
過
去

の
個
人
ご
と
の
被
害
率
に
応
じ
掛
金
率
が
設

定
さ
れ
ま
す
。（
掛
金
率
は
定
期
的
に
変
更
し

ま
す
）

　

ま
た
、自
動
継
続
特
約（
家
畜
共
済
は
除
く
）

の
導
入
や
全
相
殺
・
品
質
・
災
害
収
入
共
済

方
式
の
加
入
要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

■■家畜共済の改正点■■
平成31年1月1日以降責任開始から

項 目 現　　　行 改 正 内 容

引受方式の取扱い 死廃共済と病傷共済のセット加入 → 死廃共済と病傷共済を分離し、どちらか一方または両者の加
入並びに別々の補償割合の選択が可能となります。

補償金額 期首の資産価値 → 肥育牛等は事故発生時の月齢価格（資産価値）で補償します。

異動申告 家畜の異動の都度申告 → 期首に年間の飼養計画を申告いただき、申告に基づき掛金を
徴収し、期末に掛金を調整します。

待期間事故
家畜導入２週間以内の事故は、待期間が適用
され共済金の請求不可 → 共済加入者間で取引された家畜は、待期間が除外され共済

金の請求が可能となります。

牛白血病
家畜商や市場での売買成立後、牛白血病と
診断された場合は共済金の支払い対象外 → 家畜商や市場での売買成立後についても、共済金の支払い対

象となります。

平成32年1月1日以降責任開始から

項 目 現　　　行 改 正 内 容
診療費 初診料以外を全額補償 → 初診料を含めた診療費全体の１割の農家負担を導入します。

家
畜
共
済

　

死
亡
廃
用
（
死
廃
）
共
済
と
疾
病
障
害
（
病

傷
）
共
済
の
セ
ッ
ト
で
加
入
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
31
年
１
月
の
加
入
よ
り
死

廃
共
済
と
病
傷
共
済
を
分
離
し
、
選
択
可
と

な
り
ま
す
。
ま
た
初
診
料
は
農
家
負
担
で
そ

れ
以
外
の
診
療
費
は
一
定
の
限
度
ま
で
共
済

金
で
の
補
償
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

32
年
１
月
の
引
受
か
ら
初
診
料
を
含
む
診
療

費
全
体
の
１
割
を
農
家
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
家
畜
の
導
入
か
ら
２
週
間
以
内
の

事
故
は
共
済
金
の
支
払
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
共
済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ

た
家
畜
は
共
済
金
の
支
払
対
象
事
故
と
し
て

取
扱
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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「子供たちに魅力ある農業を目指して」

「夫婦で支え合っての養蚕」

　前橋市二之宮町の茂木さんは、１．５㌶の農地で米のほか、年間を通
じて施設栽培キュウリを１１㌃、露地栽培ナスを８㌃、加工用キャベ
ツ２２㌃を栽培しています。
　大学卒業後、都内のスーパーマーケットに勤めていましたが、業者
とのやり取りや消費者と接する中で、「生産者」を強く意識するよう
になり、さらに、４年前の雪害で実家のハウスが全壊したことが契機
となって就農を決意しました。
　現在は両親とともに農作業に従事し、「常に楽しみながら仕事すること」をモットーにして、
今後は栽培効率を上げる努力を重ね、規模拡大も視野に入れているそうです。
　「農業を通じて、子供たちの世代が魅力ある仕事だと思ってもらえるよう、頑張っていきた
い」と笑顔で夢を話してくれました。

　高崎市根小屋町の酒井さんは、夫婦で養蚕を中心に、桑園の管
理や米を栽培しています。志ずゑさんは、養蚕農家に嫁いだこと
がきっかけで農業を始めました。
　「夫にとって養蚕は生き甲斐です。頑固者だから私がサポート
をしないとね」と夫婦二人三脚で、これからも養蚕業に取り組
むことを目標としています。
　「健康で今まで通りに養蚕をして、良い繭をたくさん取りた
いね」と力強く語ってくれました。

　酒井さんの営農状況を見ることができるブログがありますので是非ご覧ください。
　【タイトル】養蚕日記【ＵＲＬ】http://okaikofarm.com/

　富岡市曽木の入山さんご夫婦は、群馬県生まれのイチゴ「やよいひめ」
を栽培しています。栽培歴５０年の大ベテランで、現在は夜冷育苗に
よる促成栽培に取り組み、１１月中旬から５月いっぱいまで収穫を行っ
ています。ひとみさんはイチゴ栽培の傍ら、JA甘楽富岡の理事を務め
るほか、ボランティア活動にも力を入れています。
　多忙なお二人の元気の源は、正雄さんが作る自家野菜を毎日食べる
ことと夫婦で旅行に行くことだそうです。
　「甘いイチゴを食べるとほっとします。今後は、規模を縮小しても、
二人で美味しいイチゴをできる限り作っていきたい」と、ご夫婦でイ
チゴへの熱意を語ってくれました。

前橋市二之宮町
茂

も ぎ

木 秋
あ き お み

臣さん（32 歳）

「夫婦で元気に」

富岡市曽木

入
い り や ま

山 正
ま さ お

雄さん（68 歳）

　　 ひとみさん（68 歳）

高崎市根小屋町

酒
さ か い

井 志
し

ず
ず

ゑ
え

さん（73 歳）
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太田市高林南町
OTA FACTORY Sweets+

　「OTA�FACTORY( 株 )」の販売店舗「OTA�FACTORY�Sweets+」の店内を彩るのは、無添加
かつ、地元の農産物を使用した色とりどりの商品です。
　看板商品は、厳選素材で作られるプリン。東毛酪農協同組合の牛乳と田村養鶏場の卵を使
用し、素材本来の味を楽しむことができる絶品です。種類も豊富でチョコやコーヒー味のほ
か、イチゴやレモンといった季節限定の素材を使った商品も人気です。
　プリン以外にも、ハーブを使ったハーブソルトやジャムが「香りがよく、くせの無いすっき
りとした味わい」と、お客様から好評です。
　出来立てがおいしいスイーツを、ご家族やお友達と一緒に味わってみてはいかがですか。

※プリンはOTA�FACTORY�Sweets+ 以外でも、ニコモール新田店内のミルクランドと、太田市役所南のスワンベーカ
リー等で販売しています。
※プリンは店舗によって取り扱っていない味 (種類 )があります。

・住所／太田市高林南町 659-1
・営業時間／10時半から17時（夏季は18時まで）※時期により異なります。
・営業日／木・金・土
・定休日／日～水（年末年始休み有り）
・連絡先／ 0276-38-2159
・ Facebook：Ota Factory Sweets+

62
円

切
手

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

O
TA

 FA
C

TO
R

Y 
Sw

eets+

（
太
田
市
）
よ
り

「
ハ
ー
ブ
を
楽
し
む

商
品
の
ギ
フ
ト
」

※
発
送
は
7
月
上
中
旬
を
予
定

（
抽
選
で
10
名
様
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

　
右
記
事
項
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、当
選
者
は
発
送
を
も
っ
て
発

表
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
受
付
・
発
送
以

外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

※ハーブソルト・リーフパ
イ・ジャムの詰め合わせとな
ります。

「ハーブ商品ギフト」希望
と明記のうえ
①郵便番号
②住所
③氏名
④�年齢
⑤�電話番号
⑥�これからのNOSAIに期
待することまたは広報
紙についてご意見・ご
感想

平
成
30
年
6
月
29
日

（
金
）（
当
日
必
着
）

前橋市大友町��1-3-12

NOSAIぐんま

広報紙27号「プレゼント」係

［
お
も
て
］

［
う
ら
］

応
募
締
切

車
上
ね
ら
い
被
害
に
注
意

　

平
成
29
年
中
、
車
上
ね
ら
い
被
害
は
６０５
件
発
生

し
、
そ
の
う
ち
、
65
％
が
鍵
を
掛
け
ず
に
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
防
犯

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
・�

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
窓
を
閉
め
、

ド
ア
の
鍵
を
掛
け
る

　
・
バ
ッ
グ
類
は
、
車
内
に
置
か
な
い

　
・
夜
間
は
明
る
い
場
所
に
駐
車
す
る

　
・
駐
車
場
に
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
を
設
置
す
る

　
・
盗
難
防
止
装
置
等
を
車
に
取
り
付
け
る

群馬県警察から
感謝状を授与されました

　今年度から実施している「ふるさと
見守り活動」として公用車でのパト
ロールや、広報紙に「県警からのお知
らせ」を連載し、犯罪被害防止を呼び
かけたことが評価され、群馬県警察か
ら感謝状をいただきました。今後も警
察と連携を強化し、地域の安心・安全
に貢献できるよう努めてまいります。

感謝状を受け取るＮＯＳＡＩぐんま小林専務（右側）

群
馬
県
警
察
か
ら
の

お
し
ら
せ

警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課

☎
０
２
７
‐
２
４
３
‐
０
１
１
０

407
301

301

276

142

142

OTA FACTORY Sweets+ 大泉消防署

西中

クラシーズ

南小

Honda
Cars

南保育園
牛沢保育園

衛生処理場前

高林
高林西

やまや
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春の青菜ナムル
（ほうれん草、菜花、小松菜、からし菜、春菊）

材 料

作り方

（2 人分）

◦ ほうれん草��� １把

◦＊ごま油�� 大さじ１

◦＊鶏ガラスープの素

����� 小さじ 1/3

① ほうれん草は塩を入れた熱

湯で色よく茹で冷水にさら

し、水気を絞って2㎝の長さに

切っておく。

② ①の水気をもう一度絞り、＊の調味料

を加えてよく混ぜる。仕上げにすりご

まを加える。

☆春の青菜は柔らかく、味わいも個性的。

ごま油と合わせることで、シンプルで食

べやすいナムルに仕上がります。☆

◦ ＊塩、醤油����� 各少々

◦すりごま����� 大さじ１

長谷川
恵理子

　夫婦で営む「長谷川農園」では、キュウリやニンジンなどを栽
培している。子供たちに農業や食の大切さを伝える食育活動な
ども行なっている。
　野菜ソムリエ、ベジフルビューティーセルフアドバイザー、
フードトレーナー

　緑黄色野菜の中でも抜群の栄養価を誇るほうれん草。

　鉄分、ミネラル類、カロテン、ビタミンＢ群、Ｃ，葉酸

などが豊富。カロテンの持つ抗酸化作用によって、がん予

防に加え、肌の老化を防ぐ美容効果も期待される。赤い根

の部分にはマンガンが含まれており、カルシウムやマグネ

シウムと共に骨の形成や健康維持に役立つ。

レシピひと言アドバイス

発
行
日
　
平
成
30
年
4
月
13
日

群馬県農業共済組合
本　所

〒371-0847　前橋市大友町1-3-12
TEL.027-251-5631　FAX.027-253-7767

中部グループ
前 橋 支 所 027-254-2070
伊 勢 崎 支 所 0270-62-9915
西部グループ
高 崎 支 所 027-344-2181
藤 岡 支 所 0274-24-3730
富 岡 支 所 0274-62-2450
北部グループ
沼 田 支 所 0278-23-5110
中 之 条 支 所 0279-75-2005
渋 川 支 所 0279-26-2600
東部グループ
館 林 支 所 0276-75-3311
太 田 支 所 0276-20-9199
み ど り 支 所 0277-76-9181
家畜診療所
中 央 家 畜 診 療 所 027-251-5631
中部地区家畜診療所 027-283-6456
北部地区家畜診療所 0278-25-3366

　冬になるとホウレンソウの栽培を行う東吾妻町の松井義
よし

明
あき

さん

（７４）と妻のひで子さん（７２）夫婦。普段は、１１棟のハウスを使用

し、年間で約１３万本のキクを栽培しています。

　毎日約２０袋を直売所へ出荷しているというホウレンソウは「葉が

厚く、甘みがある」と評判で、すぐに売り切れてしまうほどの人気です。

ひで子さんにおすすめの食べ方を聞くと「シンプルな味付けで食べる

のが一番」と教えてくれました。

　「農家の後継者不足はますます深刻になると思うけど、これからもＮ

ＯＳＡＩには頑張ってほしいね」と、義明さんは笑顔で語ってくれました。

編 集 後 記

「オリンピック感動をありがとう」
　先日開催された平昌五輪では、日本選手団のメ
ダル獲得数が１３個となり、過去最高だった長野
五輪（１０個）を上回りました。長野五輪から２０
年が経ち、日本だけでなく世界中で様々な変化が
起こってきました。ＮＯ
ＳＡＩも、この４月から
大きく変化して行きます
が、これまでと変わらな
い安心を皆様にお届けし
ていきたいと思います。

ノーサイぐんま 検索

☆お知らせ☆
まえばしマジョーラ参加イベント
5月3～5日　敷島浄水場つつじ祭り
5月27日　前橋駅前マルシェ　

品質に自信あり


